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中国ステップファミリーの教育における問題
－継親と実親の役割分担－

　中国では、離婚・再婚率の上昇に連れて、ステップファミリーの数が増え、ステップファミリー
の教育問題が課題となっている。本研究はステップファミリーの４人の若年成人子を対象として、
オンラインによる半構造化インタビューを行い、文字化された質的インタビューデータを SCAT
の分析方法に従い、分析した。その結果、親と実親の役割分担に基づく子供の教育問題とニーズに
ついて、子供が望ましい親役割は①不公平を感じさせない取り組み、②継親子関係の調和に力を入
れる、③子供が事実を知る権利を確保する、④子供の期待に気づき、付き合いのパターンを変える、
⑤継きょうだいの年齢差や男女差に気を配る、の五つが明確となった。

キーワード：再婚，中国ステップファミリー，家庭教育，親子関係，親役割

１．研究目的
　中国でステップファミリーに関する研究は非
常に少ない。ステップファミリーは社会的に可
視化されることのないまま社会に潜在してきた
家族形態だと言える。本研究は若年成人子を対
象としたインタビュー調査を行い、継親と実親
の役割分担に基づく子供の教育問題とニーズに
ついて分析・考察することを目的とする。ステッ
プファミリーの教育における問題に対して社会
の注意を喚起したいと考える。

２．研究背景 : 中国における結婚と家族
　中国の伝統的な社会では、家族は社会生活の
中核であり、社会システムの基盤である。中国
の社会構造の礎、社会システムの原型、社会秩
序の要素を形成するのは個人でも集団でもなく
家族である。中国の伝統的な家庭文化では、「多
子多福」（子供が多ければ幸せである）を推奨
しており、夫婦で 4 〜 6 人の子供を育てるのが
一般的であった。

　現代の中国の家族は世帯が小さく、核家族化
が進んでいる。核家族の構造そして、現代の家
族のもう一つの特徴は都市部での共働き家庭が
多いことである。久保ら（2018）は、中国では
隔世育児という言葉があり、祖母が孫の育児を
担い、母親（娘や嫁）が就労するという習慣が
あると指摘している。隔世育児は，母親の子育
ての負担を軽減し、祖父母世帯と若い世帯との
二世帯団欒という楽しみがあり、子育て支援の
ひとつとして中国では一般的である。隔世育児
は中国で普及しているスタイルであり、家庭教
育における「中国的特色」と言える。現在では、
家族の形態も多様化している。異性間の血縁関
係で繋がる伝統的な家族に加え、養子縁組家族、
里親家族、ひとり親家庭、同性間家族など多様
な家族の形がある。
　2020 年に民政部が発表したデータ『2019 年
民政事業発展統計公報』によると、2019 年の
結婚率は 6.6％で前年より 0.7％低く、離婚率は
3.4％だが前年より 0.2％高く、さらに年間を通
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る。

３．先行研究
3.1　中国、日本、アメリカの家族観
　ここでは、日本やアメリカの先行研究も含む
ため、まず日中米の家族観を考察する。
　中国は伝統的に個人主義より集団主義を重ん
じてきた。中国人が安心感を得るのは、集団を
通じてのみである。そして、中国の家族は血縁
の単位であり、一族の継承と生命の存続のため
の機能的な単位と考える傾向がある。黎（2014）
によると、血縁関係がなければ、家族や一族は
存在しなくなる。だからこそ、中国の倫理観で
ある「孝は徳の第一」「親不孝には三種類あり、
子供を残さないのは最悪の親不孝」という考え
方が最も重要なのである。
　同じアジア国家である日本も儒教思想に影響
を受け、集団主義的である。しかし、日中両国
の集団主義の根本的な違いは、日本は「忠」に
基づく集団主義であるが、中国は「孝」に基づ
く集団主義だということである。構造上では日
本の家族は血縁関係のある成員だけではなく養
子になる婿や奉公人のような血縁関係のない成
員も含まれる。明治以降、家長である父親に権
限が集中し、その子供、特に女子の婚外の性的
関係を統制し、結婚相手を決定する傾向が強
まった。一度結婚したら、離婚は避けようとす
る態度が社会に浸透していく。そして、離婚に
対する否定的意味づけが広まった。戦後、婚姻
の安定性を強調する価値観は持続し、離婚・再
婚を抑圧・抑制する変化は基本的継続した（野
沢・菊地 ,2021）。
　アメリカの家族観は、ヨーロッパの伝統的
な文化に影響されている部分がある。そのた
め、比較的、アメリカ人は冒険好きで革新的で
ある。また、親子間の権威主義的な関係も少な
く、ほとんどの場合、親子は対等である。ア
メリカ文化の核は個人主義である。名誉と個人
主義的なヒロイズムを好み、成功を追い求め
る。アメリカでは結婚率が減少しているにもか
かわらず、離婚が多いため再婚が多い。2008
～ 2012 年の 60 ～ 69 歳の既婚男性の約 34％が 

じて 927 万 3000 件の婚姻が法的に登録され、
471 万 1000 件の離婚が処理され、結婚対離婚
の比率は 50％を超えている。国家統計局より、
智研諮詢会社作成のデータによると、中国の再
婚者数は 6 年連続で増加しており、2019 年の
再婚者数は 455 万 9400 人で、前年と比べて 26
万 7200 人を増加し、6.23% に増えた。
　中国の婚姻法について、2021 年 1 月 1 日か
ら「中華人民共和国民法」が施行され、民法の
離婚クール期間制度の規定を貫徹するため、民
政部は婚姻登録手続きを調整し、離婚手続きに
クール期間（30 日）を追加した。現行婚姻法は、
離婚手続について、当事者の合意による協議離
婚と裁判所が介入する裁判離婚に分けて定めて
いる。中国では広義の監護という概念を採用し
ており、現行法には「親権」という用語が明文
化されておらず、親権制度も完備していない。
継父母と継子の関係は、養育教育関係になるか
どうかで異なる。養育教育関係の形成は『婚姻
法』第 27 条および中国司法実務の事件の具体
的な状況に即して判断されるべきである。
　このような社会背景において、離婚と再婚は
珍しくないことになった。したがって、新しい
家庭構成であるステップファミリーが段々増え
ている。ステップファミリーとは、配偶者の少
なくとも一方の結婚前の子供と一緒に生活する
家族形態であり、血縁関係にない親子関係が 1
組以上含まれるものをいう（山田昌弘 ,2007）。
野沢（2005）は夫妻のいずれかあるいは双方
が、以前のパートナーとの子供を連れて再婚す
ることによって形成された家族をステップファ
ミリーと定義している。夫婦の婚姻より前に実
親子関係が成立しており、家族内に継親子関係
を含むことなど、初婚家族とは構造も発達の仕
方も異なる点に特徴がある（SAJ，2017）。王
訳若（2017）は、ステップファミリーの定義を
より包括的に示しており、ステップファミリー
とは、配偶者の少なくとも一方が、何らかの理
由で離婚した後、1 人以上の子供を連れて新し
いパートナーと家族を再形成するもの、または
共通の子供を持った後に新しいパートナーと一
緒に暮らす可能性のあるものであると論じてい
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関係は、集団の中の分子のように一平面上にあ
るのではなく、水の波紋のように円を描いて押
し出され、どんどん遠くへ、そして薄くなっ
ていくのである」という意味の「差序格局」の
概念を提唱した。このように、人は自分を中心
とした輪を持ちながら、同時に自分より目上の
人を中心とした輪に従属する。人々が他者に有
利な資源を配分するよう求められたとき、まず
考えるのは、お互いにどのような「関係」を
持っているかということである。そこで黄光国

（1985）は、中国人の「差序格局」から、人間
関係は感情型、道具型、混合型の 3 つに分けら
れると指摘する。家族関係や友人との関係はこ
れらは典型的な感情型関係とみなされ、「需給
の法則」に基づいている。典型的な道具型関係
は、見知らぬ人との関係であり、「公平の法則」
に基づいている。 典型的混合型関係は、「人情
の法則」が通用する知人の関係である。ステッ
プファミリーにおける継親と継子の関係は、感
情型かつ道具型関係である。初婚家族では、必
要な人には必要なものを与えるという「必要性
の法則」があり、誰が多くても少なくても、気
にしない。初婚家族とは異なり、ステップファ
ミリー家族はより「公平の法則」に従い、見知
らぬ人を家族に加えることで、物質的な家族資
源の分配だけでなく、傍にいる時間の長さと
いった感情的な面の比較と「合理性」が重視さ
れる。
　野沢ら（2014）は若年成人継子を対象とした
インタビュー調査と、それに基づいた探索的な
ケース分析を行った。調査で得られた 19 ケー
スは①親として受容、②思春期の衝突で悪化、
③関係の回避、④支配忍従関係から決別、⑤親
ではない独自の関係発達の 5 つの類型に分類さ
れ、「継子が継親を親とみなすのかどうか」、ま
た「継親自身も継子の親として振る舞うのか」
が分類の重要な軸として浮上した。
　また、野沢（2015）は同居親の再婚やステッ
プファミリー生活における同居親の反応（言
動）をどう認知・評価したかに関わる部分に焦
点化して分析した。その結果、①「柔軟な仲介
者・擁護者である親に肯定的な評価」を示した

2 回以上の結婚を経験しており、既婚女性の約
30％が 2 回以上の結婚を経験している （Lewis 
& Kreider, 2015）。最近の研究では、米国の世
帯の 30％が成人の継子や継親とのつながりを
含んでいると推定されている（例えば、世帯内
に継子を持つ成人や、他の世帯に継親を持つ
子供など；Wiemers, Seltzer, Schoeni, Hotz, & 
Bianchi, 2019）。離婚・再婚・同棲も普遍的な
現象となっている。

3.2　ステップファミリーの構造
　ステップファミリーの構造は、その組み合わ
せから様々な形態が存在している。例えば、初
婚継母×再婚実父＋実子、再婚実母＋実子×初
婚継父＋再婚後の子、子連れ再婚同士など。ま
た、未婚シングルペアレントが結婚する場合や
事実婚カップル等多数の形態が確認されてい
る。ステップファミリーには「インサイダー（部
内者）」「アウトサイダー（部外者）」という役
割が存在する。インサイダーとは内側にいる実
親，アウトサイダーとは外側にいる継親を指す
ことが多い。健全な初婚家族の場合、母親が子
供と親密でインサイダーになり、父親がアウト
サイザーになるものの場面ごとに夫婦間でイン
サイダーとアウトサイダーが容易く入れ替わる
こともできる。しかし、ステップカップルの場
合、特にアウトサイダーは、強固な実親子に張
り合い、疎外感や孤立感、嫉妬や存在を無視さ
れていると感じる一方、インサイダーは愛する
人たちの間で引き裂かれるような思いをし、こ
のような状況に不安を抱く（小榮住 2020）。

3.3　継親子関係と実親子関係
　 ス テ ッ プ フ ァ ミ リ ー を 支 援 す る Ｓ Ａ Ｊ

（Stepfamily Association of Japan） の ハ ン ド
ブックには、ステップファミリーが新しい家族
としてまとまるのに最低でも 4 年かかることが
指摘しされている。
　社会学者の費孝通（1948）は、中国の農村構
造の研究の中で、「各家が自分の位置を中心と
して、その周りに円を描き、この円の大きさは
中央権力の厚みに依存する」、「他者との社会的
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　親役割とは「親の意識や行動面を含む親とし
ての役割つまり一人の人間を生み，養い，社会
的に一人前になるまで育てる仕事を総括したも
の」（野澤，1989）である。普通の初婚家族では、
子供が生まれると、妻と夫は自然に「母親と父
親」になり、それぞれの親役割を果たす様にな
る。しかし、ステップファミリーの場合、家族
構造は複雑になり、同居する継親や実親と別居
する実親が存在し、親役割はこの三人で分担す
る必要がある。
　ステップファミリーの子供は明らかに役割分
担の問題に直面しており、二人の父親と二人の
母親、多数の兄弟姉妹や、再婚による複雑な親
族関係（祖父母など）がある。そのような家庭
で暮らす人々は、複雑な家族関係を調整する問
題に直面するだけでなく、大きな心理的プレッ
シャーも抱えているのである。その一方で、家
族関係においてより多くの経験を積み、新たな
家族の役割を担い、感情的な問題など複雑な人
間関係の問題に対処できるようにある。
　ステップファミリーでは、「カルチャーショッ
ク」という問題もよく存在している。家族文化
の衝突は、双方に子供がいる場合、とくに子供
の教育やしつけをめぐる方針や価値観の対立と
いう様相を呈する。例えば、学校の成績と受験
勉強を重視してきた家庭の価値観と、礼儀や家
事手伝いなど生活の自立を重視してきた価値観
が、夫妻間で厳しく対立した例があった。この
ような状況では、再婚家庭の夫婦は、自分たち
の家族観や習慣に従って生活しながら、パート
ナーの家族文化を受け入れる必要がある。「カ
ルチャーショック」の解消はステップファミ
リーの独特な親役割の一つだと考える。

3.6　ステップファミリーの類別
　野沢・菊地（2021）はステップファミリーの
かたちを「代替モデル / スクラップ＆ビルド型」
と「継続モデル / 連鎖拡張するネットワーク型」
に分類している。
①�「代替モデル /スクラップ＆ビルド型」では、

継親を「親」として位置づける代わりに、別
居親の存在は無視あるいは軽視されている。

グループ、②「継親の側に立つ親に対する失望・
疎外感」を感じているグループ 、③「自分を
気遣わない親への不信・距離化」を示したグルー
プの 3 類型を析出した。調査の結論として、ス
テップファミリーにおける同居親は，子供が疎
外感を募らせないよう配慮し、親子のみの共有
時間を確保したり、親によるしつけを継続した
りして、子供が継親との関係を作る際の保護・
仲介・調整という（初婚家族とは異なる）親役
割を担っていることを理解するための社会的機
会が必要である。したがって、調和のとれたス
テップファミリーを形成するために、良好な実
親子関係は肝要な点である。

3.4　子供の喪失と忠誠葛藤
　実際、実親子関係は再婚初期では非常に危う
いものである。再婚によって、家族間で過ごす
時間が変化することは否定できない。ステップ
ファミリーの中で暮らす子供たちの経験に関す
る質的研究では、親子の時間が失われ、子供に
注意を向けられなくなることが大きなテーマと
して浮かび上がる（Cartwright，2008）。ステッ
プファミリーの子供たちにとって、二つ目の大
きなチャレンジは忠誠葛藤という問題である。

「もし、私が継母 / 継父を愛したら、私は自分
のお母さん / お父さんを裏切ることになる」。
子供たちの喪失については文献に書かれ始めた
ばかりではあるが、臨床家や研究者たちは数
十年の間継子の忠誠葛藤について論じてきた

（Pasley & Lee, 2010）。忠誠葛藤はほとんど遺
伝的に組み込まれているかのように見える——
友好的にお互いに納得して離婚したとしても、
子供たちは継親と会う時に「罪」の意識や「不
誠実」だと感じることが報告されている。しか
しながら、実親への葛藤がこうした拘束をより
耐えられないものにする。子供たちは非常に多
くの場合、彼らの忠誠葛藤を表現する言葉を持
たない。このことは、大人が子供の忠誠葛藤の
存在によく思いを寄せる必要があることを示唆
している。

3.5　ステップファミリーの親役割
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スクラップ & ビルド型」では、継親子間や実
親子間の葛藤が高まり、子供の適応が難しくな
るリスクが指摘されている。現在社会では、「継
続モデル / 連鎖・拡張するネットワーク型」を
積極的に取り入れる必要がある。

4．研究方法
　本研究は 2022 年 2 月～ 2022 年 5 月に、4 人
を対象にインタビュー調査を行った。インタ
ビューの方法は，オンラインによる半構造化イ
ンタビューである。
　質問項目は以下の六つである。
　①親の離婚や再婚の経緯とその受け止め方
　②継親との関係とその変化
　③�親の離婚（死別）後に同居した親や別居し

た親との関係
　④きょうだい関係、継きょうだい関係
　⑤祖父母、継祖父母などの親族との関係
　⑥期待する継親子関係、実親子関係
　インタビュー時間は 40-90 分で、平均 65 分
である。中には①から⑤までは、野沢（2015）「ス
テップファミリーの若年成人子が語る同居親と
の関係—親の再婚への適応における重要性—」
のインタビュー質問項目を参考した。
　この調査の協力者は、表 1 のように、親の再
婚（事実婚を含む）を経験し、成人前に継親と
同居（あるいはそれに近い継親との生活上の関
わり合い）を経験した 4 人のケースである。調
査参加者となった若年成人継子 4 人の性別構成
は、女性 2 人、男性 2 人である。最終学歴は，
大学院在学中 2 人，四年制大学卒 2 人である。

表 1　分析対象一覧

子供に継親を「親」として受け入れるように
求める。大人側が主導して、「家族」を再建
しようとする。この結果、子供は実親のひと
りとその親族との関係をまるごと喪失する。
継親は実親に代わって実親のような役割を果
たすことが期待されている。また、子供のも
う一人の親は子供の人生から姿を消すものと
想定される。　
②�「継続モデル/連鎖拡張するネットワーク型」

では、親子関係やそれ以外の親族関係（祖父
母との関係など）が親の再婚などによって失
われることなく継続することになる。両親の
離婚・再婚に伴って、家族・親族関係が切れ
るのではなく、増えていく。「家族」の境界
線が「世帯」の境界線と一致しない。別居し
ている親も子供の親としての役割を継続する
ことが期待される。したがって、継親は別居
親に入れ替わるのではなく、親とは違った、
おじさんやおばさん・友達のような存在とな
る。

　欧米においては、長年にわたる制度改革に
よって「継続モデル / 連鎖・拡張するネットワー
ク型」が多数派を占めるようになった。日本で
は、現在も面会交流の実施率が低く、「代替モ
デル / スクラップ & ビルド型」が多数派であ
り続けているように見える。一方、中国のステッ
プファミリーに関する研究は少ない状態で、主
なステップファミリーの類別は明らかにされて
いない。
　子供たちの視点から見た親の離婚・再婚過程
の経験は、「代替モデル／スクラップ＆ビルド
型」を当然視する同居親には理解してもらえな
いと考える子供たちがいる。同居親との利害対
立や葛藤がときに大きくなり、同居親だけでな
く、別居親および継親のいずれとも支援的な関
係が築けずに子供が孤立するケースもある。一
方、日本の制度を反映した多数派の「代替モデ
ル／スクラップ＆ビルド型」の束縛を脱した親
が柔軟に対応したケースでは、子供たちの適応
がより容易になることが調査から示唆された

（野沢・菊地 2021, 菊地 2021）。子供のもうひ
とりの実親との関係が失われる「代替モデル /
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4．調査結果
4.1 調査協力者 W の事例
（家庭状況と家族構成について）
　小学校 2 年生（2005 年）で両親が離婚した。
実父は小学校 3 年生の時（2006 年）に最初の
継母と再婚し、2010 年に子供を産んだ。2015 年、
実父は最初の継母と離婚し、新しいパートナー
と結婚した。高校の三年間の寮生活を除いて、
中学校まで実父と最初の継母と暮らしていた。
2016 年、高卒し、実母と一緒に暮らすことに
なった。実母はその時、結婚したパートナーが
いた。2017 年、実母が離婚し、今は結婚して
いないパートナーがいる。
　表 2 に示すように SCAT による W のインタ
ビューデータの分析をおこない、ストリートラ
インと理論を記述する。他の三人も同じ手順で
分析を行った。
①ストーリーライン
　W さんの家には財産分配の問題があり、自
分の利益を保証できない不安な状況で生活して
いる。住宅は最初の継母（他の人）のものにな
る恐れがあり、実父は W さんに対し、不公平
だと感じている。実父、継母と生活する時、父
親が調整・仲介者の役割を担わないので、W

　インタビューの録音データを逐語的に文
字化し，文字化された質的データの分析に
あ た っ て は，SCAT（Steps for Coding and 
Theorization）の分析方法に従い、分析する。
SCAT では，マトリクスの中にセグメント化
したデータを記述し，そのそれぞれに， 
　<1> データの中の着目すべき語句 
　<2>�それを言いかえるためのデータ外の語

句 
　<3> それを説明するための語句 
　<4> そこから浮き上がるテーマ・構成概念
　の順にコードを考えて付していく 4 ステッ
プのコーディングと，<4> のテーマ・構成概
念を紡いでストーリーラインを記述し，そこか
ら理論を記述する手続きとからなる分析手法で
ある。（大谷 , 2007）この手法は，一つだけのケー
スのデータやアンケートの自由記述欄などの，
比較的小規模の質的データの分析にも有効であ
る。本稿も小規模データのため、SCAT の手
法を取り入れ、分析する。
　大谷は、SCAT が誰にでも活用できるように、
データの入力用のフォームを公開している。本
稿でもそれを用いて作成し、継親と実親の役割
分担を検討する。

表２　SCAT による W のインタビューデータの分析（一部抜粋）
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　Ｆさんは父母離婚後、実父との面会交流はな
い,実母の指示に従って継父の称呼を変更した。
また、実母の言葉を聞いて離婚はすべて父親の
せいだと思った。その後、実父と同居し、実父
に対する了解を得てから両方の親との連絡を今
まで取っている。実父との共有時間を干渉した
い継母の行為を見て、抵抗感が高まった。継母
も実父がＦさんに高い生活費をあげることに対
して反対意見を持つ。食生活に関して、継母は
わざとＦさんを困らせる。Ｆさんは継親子関係
の主導者が継母であると思い、彼女との接し方
がわかない。継母は実子とＦを比較する傾向が
ある。実母の調整で継父との関係がよくなるの
て、実父の調整を期待している。家庭の経済状
況に関心があり、実父からの経済支援が重要だ
と思う。継母と感情的交流がない。気まずい雰
囲気になったことがあるので、継母と対立する
状況でなる。
②理論記述
・�子供の気持ち・意欲を考え、実父（別居）と

の面会や交流を確保してほしい。
・�同居親は別居親の悪口をしてはいけない。子

供は本当のことを知る権利がある。
・�同居親は継親子関係を調整する必要がある。
・�称呼を変更する時、子供の意欲を無視できな

い。
・�継親は実親子の面会交流に干渉するべきでは

ない。
・�家族の経済的資源は、意見が一致した後に配

分されるべきである。
・�継親子関係の主導者は継親だと感じる。
・�継親は、継子と実子を比較することを求めな

い。

4.3　調査協力者 L の事例
（家庭状況と家族構成について）
　中学 2 年生のとき、両親が離婚した。その後、
実母と暮らし、実父との連絡が少なかった。 
二年後、実母は友人の紹介で再婚した。継父に
は、継兄と継妹の 2 人の子供がいる。継妹は今
結婚して家庭を持っている。現在、仕事があっ
て、実母、継兄、継父と暮らしている。

さんは継母や継きょうだいに対する家族感情・
家族愛を感じていない。継母の責任範囲は継母
の実子だけだと思い、再婚によってもたらされ
る家族関係の変化を認めていない。実母（別居）
との面会交流に関して、継母が干渉してはいけ
ないと思っている。信頼関係を構築していない
ので、継母に対する先入観が嫌悪感・抵抗感に
変化している。継母と実母をよく比較し、継母
は余計なことをしやすいと考え、継母に対する
評価が厳しくなっている。
②理論記述
・�実親は財産分配の時、子供の利益を保証する

責任がある。
・�ステップファミリーの中に「自他」の関係区

分を作る傾向があるので、不公平を感じさせ
ないような取り組みが必要である。

・�同居親はパートナーと子供の関係を調整する
必要がある。

・�継母や継きょうだいに対する家族感情・家族
愛を感じないから、子供は再婚によってもた
らされる家族関係の変化を認めない。

・�継親は実母（別居）との面会交流を干渉して
はいけない。

・�継母に対する先入観を解消するために、信頼
関係を構築する必要がある。

4.2　調査協力者 F の事例
（家庭状況と家族構成について）
　2 歳半の時に両親が離婚し、小学校までは祖
母と祖父に育てられた。小学生の頃、両親が再
婚し、継父、継母ともに実子が一人いるが、ど
ちらも離婚した相手に育てられた。小学生の時、
実母の傍に戻り、雲南省で継父と 3 人暮らしを
することになった。中学生になると、故郷の黒
龍江省に戻り、そこの中学校に通うことになっ
た。中学校の時、実父と一緒に暮らすことでは
なく、寮に住んだ。高校の時は、実父と継母と
一緒に生活した。ただし、主に寮で暮らし、週
に 1 度家に帰る生活を送っていた。高校卒業後
来日し、日本の大学で勉強し、一人暮らしをし
た。そして、そのまま日本で就職した。
①ストーリーライン
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ナーを見つけ、今は実母とパートナーの家、ま
たは大学の寮で暮らしている。
①ストーリーライン
　父母が離婚した後、父方の祖母の影響で実母
に対する C さんの態度が乱れる。大きくなっ
たら実母と仲直りをした。家族変化の原因を知
る権利があると思い、離婚しても、両親ともに
子供の世話をする必要があると主張する。実父
の再婚のため、不本意ながら遺産相続における
継兄弟のトラブルに巻き込まれた。C さんは実
母と同居した後、実母がパートナーを求める気
持ちは理解できるが、心の準備がまだできてい
ない。実母のパートナーを受け入れる時間がほ
しい。継親子関係の改善に実母の介入が必要だ
と思う。学業に専念しながら、実母や実父（と
祖父母）といる時間を分ける必要があるので、
ストレスを感じていた。
②理論記述
・�子供の判断は干渉してはいけない。子供には

真実を知る権利がある。
・�遺産相続における継兄弟のトラブルに巻き込

まれる子供の気持ちを理解する必要がある。
・�ステップファミリーになることはプロセスで

あるので、子供の心の準部をできるまで時間
がかかる。

・�2 人の実親とのコミュニケーションが重要で
ある。

・�子供は血縁関係のない継親子関係には必ず天
井があると考える。

・�同居親と別居親は子供の最善の利益を考慮し、
行動すべきである。

・�同居親は継親子関係を調整する必要がある。
・�子供の意思決定を尊重しないと、ストレス源

となる家庭環境になるかもしれない。

５．考察
5.1　継親子関係からの分類
　分析の結果により、前述の継親子関係の 5 つ
の類型（野沢・菊地，2014）で分類すると、継
親を親として受容のケースが１人、関係の回
避のケースが 2 人、親ではない独自の関係発
達のケースが１人であった。また、4 人の家族

①ストーリーライン
　継父が実母にやさしいから、L さんは彼を受
け入れて信頼関係を構築した。年齢が近いから
継兄弟と仲がよい。特に継父の娘と親しい親友
になった。父母離婚の原因を詳しく知り、思春
期の娘と実父の距離感の存在があるので、元々
実父との関係が良くない。そして、長年実父か
ら養育費や学費をもらっていないことや親子愛
を感じないから、養育義務を果たさない実父
に失望した。実父と同居している祖母や姉の行
動はさらに関係を悪化させ、父娘関係が疎遠に
なった。実母の再婚は家庭内の経済的安定をも
たらした。また、継父は L さんの仕事や恋愛
の相談相手として役立っている。その後、継親
子間の呼び方が変わることで調和のとれた再婚
家庭への再構築が容易になった。
②理論記述
・�継親との信頼関係を構築するために、実親の

介入の必要がある。
・�継親からの経済的支援や相談相手の役割は子

供に受け入れてもらえる。
・�別居親は養育義務を果たさなければならない。
・�子供に離婚や再婚家庭の原因を説明すること

で、子供の理解を得られる。
・�継親は、子供が自分自身を感情的にすぐに受

け入れることができないかもしれないことを
納得する。

・�家族がお金や時間などの限られた資源を合理
的かつ公平に配分できるよう注意する。

・�継兄弟の性別問題は無視できない。

4.4　調査協者 C の事例
（家庭状況と家族構成について）
　2 歳の時に両親が別居した、父方の祖父母と
一緒に住んでいた。5 歳の時、両親が正式に離
婚した。 離婚後、中学生までは祖父母のもと
で暮らしていた。中学二年生の頃、実父が再婚
した。継母と一緒に生活したことがない。経済
的な理由で、中学二年生から実母のもとで暮ら
し、今に至っている。その間、一時期は実父や
祖父母の家で生活したが、ほとんど母の家にい
る。実母は C さんが大学 4 年生の時にパート
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が限られているため、資源が分散される可能性
が高くなる。すべての関係者の要望を同時に満
たすことは容易ではない。資源の分配から生じ
るトラブルが発生する前に、納得することがで
きる説明など、家族メンバーの要望のズレに対
応する方法も身につける必要がある。

2）継親子関係の調和に力を入れる
　ステップファミリーでよく問題になるのが、
継親と継子の疎遠化である。この現象には、誰
も驚かない。一般的には、血のつながりがない
以上、疎遠になるのは仕方がないとされている。 
これは一見合理的に聞こえるかもしれないが、
実は「愛」を血縁の境界線に限定しており、血
縁関係がない親子関係にも深い感情がある現実
を説明できていないのである。

聞�き手 : お父さんとの関係がうまくいっていな
いんですか。

W�：関係が悪いというより、彼が私のことを全
然気にかけてくれないんです ...... 母のように
私をしつけないことです。父は基本的に私の
ことを気にしていない。なぜ離婚の時、私を
連れるのかは分からない。

　実際、離婚した親の多くは、W さんの実父
のように子供に対する内心の罪悪感から、子供
の教育に対してより緩やかで寛容な態度を取る
傾向が見られる。これは再婚家庭に多いが、実
親はやましい気持ちがあるために子供に甘くな
り、その子供が継親に反感を持たれ、家族間
の争いに発展することがある。W さんは実父、
継母と生活する時、実父が＜調整・仲介者の役
割＞を担わないので、W さんは＜継母や継兄
弟に対する家族感情・家族愛を感じない＞。Ｗ
さんは＜継母の責任範囲が彼女の実子だけ＞だ
と思い、＜再婚で生じた家族関係の変化＞を認
めることができない。信頼関係を構築していな
いので、継母に対する＜先入観が嫌悪感・抵抗
感に変化した＞。W さんは＜継母と実母を比
較＞し、継母は余計なことをしやすいと考え、
＜継母に対する評価が厳格化になった＞。中国

をステップファミリーのかたち（野沢・菊地，
2021）に分類したところ、「代替モデル」が 3 つ、

「継続モデル」が 1 つあった。対象者のうち 3
人は、家族内の物質的資源の分配、財産の分配
に関心があった。対象者の 4 人とも、実親によ
る継親と子供（対象者）との関係を調整するこ
とが必要と感じていた。継親に期待することは
対象者により異なった。4 人の継親との同居期
間は異なるが、中国の高校で始まった寮生活の
影響により長くはない。

5.2　�中国ステップファミリーの子供が望まし
い親役割

1）不公平を感じさせない取り組み
　4 人のインタビュー対象者のストリートライ
ンを整理すると、全員が多少、家族の財産配分
や離婚した両親の財産分与について言及してい
る（＜＞部は <4> テーマ・構成概念を示す）。
W さんの場合では、直接養育者である実父は
離婚した後、二回再婚した。実父は最初の継母
と離婚した後、その継母は今まで W さんの住
宅に住んでいる。実父は W さんに＜不公平＞
だと思い、＜Ｗさんの利益を保証できない＞と
不安を抱く。F さんの継母は、実父から支払わ
れる生活費が高額であることに＜不満＞を持っ
ていた。しかし、実父は＜生活費を出す＞こと
をやめず、彼女の起業を応援していた。L さん
は離婚の際の財産分与で実母が何ももらわな
かったことを知っていた。そして、長年実父か
ら養育費や学費をもらわないことや＜親子愛＞
を感じないことから、＜養育義務を果たさない
実父に失望した＞。Cさんは実父の再婚のため、
不本意ながら＜遺産相続における継兄弟のトラ
ブル＞に巻き込まれた。
　以上より、ステップファミリーの中に「自他」
の関係区分を作る傾向があると推測できる。子
供は継父母を「他人」、自分と実親を「自分」
として扱う。この場合では子供は「公平の法則」
に従い、物質的な家族資源の分配だけでなく、
教育や感情、親子の共有時間の分配などの「合
理性」をさらに重視する。再婚家庭の人間関係
ネットワークは一般家庭より複雑であり、資源
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種をまかない、相手のイメージを壊して子供の
愛と承認を競うようなことはしないことが大切
である。離婚後も争いがあるとしても、子供た
ちの心の中にある親のイメージを損なわないよ
うに対処する必要がある。この段階のコミュニ
ケーションでは、親が子供に事実を言うことが
重要である。

４）�子供の期待に気づき、付き合いのパターン
を変える

　4 人のインタビューから、それぞれの子供が
継親に求めるものが違うことがよくわかる。W
さんは継母に自分のことをやってほしい、しつ
けはしないでほしい。また、継母が自分に困ら
せないでほしいと思った。F さんは継母に普通
でいてほしい、継姉と自分のことを比べないで
ほしい。L さんは、継父には、実母に優しくす
るだけで、自分の世話をしなくてもいいと思っ
ている。C さんは寮生活で、実母のパートナー
と同居している時間はほとんどない。実母の
パートナーには、すぐに子供の父親の役割を押
し付けず、慣れるための時間を与えてほしいと
思っている。そして、継親が、家族の経済的な
助けになる役割を期待している。
　ステップファミリーの各メンバーの役割に合
理的な期待を持つことが、新しい家庭を築く第
一歩となる。ステップファミリーの葛藤の多く
は、お互いの役割に対する失望が原因である。
したがって、家族に対する期待を定期的に振り
返ることは、互いのニーズを見て対応し、互い
のペースに合わせ、お互いの不満を軽減するこ
とにつながるのである。また、継親は継親子関
係の主導権を握るので、継親に対する子供の期
待に気づき、付き合いのパターンを変えるのが
重要である。
　ステップファミリーの夫婦と子供は、社会の
発展に合わせて、お互いの役割に対する期待を
調整する必要がある。お互いの期待が一致から
不一致へと変化し、相互の融和と調整によって
徐々に一致に戻るのを見るには、平和的で理解
ある態度が必要である。このようなステップ
ファミリーの生活体験は避けられないものだ

の家族観やマスメディアの影響で、W さんは
継母の役割に偏見を持っている。 W さんは実
母との関係が良好で、実父が再婚して継母と同
居するようになってから、実母を裏切ったと感
じたのかもしれない。 W さんの父親もパート
ナーと子供の関係において仲介役を果たしてい
ないので、継親子の緊張関係が取り返しのつか
ないことになった。ステップファミリーの親子
関係を疎外する最大の原因は、忠誠心の葛藤で
ある。
　Ｆさんは＜実母の調整で継父との関係がよく
なる＞のて、実父の仲介役にも期待している。
継母と＜感情基盤がない＞こと、よく＜気まず
い雰囲気＞になったことがあるので、継母と＜
対立＞する状況になる。F さんは、小学生の頃、
実母と継父と同居していた時期があり、その間、
実母の仲介により継父との関係は良好であっ
た。F さんによれば、来日後も、実母や継父と
は定期的に電話で連絡を取り合っていたとのこ
とである。実父は継母との関係に干渉せず、F
さんは中学時代に一緒に暮らすことに気まずさ
を感じていた。継母の悪い挙動（好まない料理
を提供する、父娘の時間を邪魔する、実子と継
子を比較する）により、継親子の対立が長く続
いたのも事実である。したがって、ステップファ
ミリーが新しい家族として成り立つために、実
親がパートナーと子供の関係を調整し、信頼関
係を構築させることは効果的かつ重要である。

3）子供が事実を知る権利を確保する
　F さんと C さんのインタビューデータの分
析における結果の理論記述（表 4、表 8）の中
で、「同居親は別居親の悪口をしてはいけない。
子供は本当のことを知る権利がある」と「子供
の判断は干渉してはいけない。子供には真実を
知る権利がある」ということが書かれている。
離婚において、子供たちは十分な情報を得て、
深くコミュニケーションをとることを選択する
権利がある。婚姻生活が崩壊すると、多くの人
は自分の失敗を相手のせいにしたがるが、婚姻
生活の崩壊や破綻は、多くの場合、双方に原因
があるのである。その際、子供の心に憎しみの
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である。親の再婚で継きょうだいが同居する時
間ができたものの、年齢差や男女差に注意する
必要がある。

６．まとめ
　インタビュー調査から、ステップファミリー
における継親と実親の役割分担に基づく子供の
教育問題とニーズについて、子供が望ましい親
役割は、①不公平を感じさせない取り組み、②
継親子関係の調和に力を入れる、③子供が事実
を知る権利を確保する、④子供の期待に気づき、
付き合いのパターンを変える、⑤継きょうだい
の年齢差や男女差に気を配る、の五つがあるこ
とを明らかにした。
　しかしながら、ステップファミリーの複雑さ
は、本研究の範囲をはるかに超えている。四人
のデータでは不十分である。なぜなら、ステッ
プファミリーは、多世代にわたる水平方向に拡
大した家族構造であり、その内部の脆弱性は外
部の社会文化とも相互作用しているからであ
る。現代社会では、家族の形態が多様化し、さ
まざまな研究から、家族は単に「血縁」でつな
がった集団ではないことが分かっている。中国
に限らず、新たな家族のかたちが各国の既存の
家族観やファミリィ・アイデンティティにいか
に影響を与えるのか、また、将来の家族のあり
かたはどうなるのかを明らかにすることが、今
後検討すべき課題となる。
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が、同時に調和した人間関係を維持・向上させ
るためのプロセスでもある。

5）継きょうだいの年齢差や男女差に気を配る 
　欧米の研究でも継兄弟の絆について調べた研
究はわずかで、一般に継兄弟は実の兄弟より
も親密でなく、支援的な関係でもないが、実
の兄弟よりも関係における対立や攻撃性が少
ないことが分かっている（Campo, Fehlberg, 
Millward, & Carson, 2012; Mikkelson, Floyd, & 
Pauley, 2011）。Ihinger-Tallman（1987） は、
義兄弟は以下のような場合に親密な関係を築く
可能性が高いと仮定している。（a）頻繁に連絡
を取り合い、（b）経験を共有し、（c）年齢、性別、
経験、価値観が似ており、（d）資源の交換を
励まし，競争を抑えた家族を持ち、（e）新しい
継家族に公平性を感じている場合、親密な関係
を築く可能性が高いとした。
　四人は以下の語句を用いて、継きょうだいの
ことを表現している。

Ｗ�さん：「あまり愛情を感じない」「弟を他人に
はあまり言わない」

Ｌ�さん：「妹と私は共通点が多く、今では親友
のように仲良くしています。兄に言うことは
あまりない。彼は実の妹と同じで、男の子と
女の子では共通の話題が少ないのでしょう」

Ｆ�さん：「アメリカにいるからよく知りません。」
Ｃ�さん：「ただの弟、あまり気にも留めていない」

　W と義理の弟の間には 12 歳の年齢差があり、
弟の面倒は継母に見てもらえば十分と考えてい
る。さらに、年齢が離れているため、共通の話
題がなく、一緒に過ごす時間が少ない。L さん
は継父と継妹とは親しい関係だが、継兄とは一
般的な関係である。彼女は、「兄に言うことは
あまりない。彼は実の妹と同じで、男の子と女
の子では共通の話題が少ないのでしょう」と
言った。継きょうだいになるのは、親（または
両親）の決定によって子供に与えられた非自発
的な関係である。継きょうだいの年齢差、男女
差、同居時間などが親密さにつながっているの
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